
金
沢
学
院
大
学
に
て
二
0
0
四
年
四
月
か
ら
教
鞭
を
と
ら
れ、

1
1
0
一

八
年1
二
月
退
職
さ
れ
た
同
大
学
名
誉
教
授
見
瀬
和
雄
（
み
せ

か
ず
お）
氏
は
二
0
ニ
―

年
八
月
二
日、
逝
去
さ
れ
た。

享
年
は
六
九

歳。

ま
だ
若
く
「
小
松
市
史」

通
史
編
の
近
世
史
部
会
長
な
ど
の
要

職
を
つ
と
め、

課
題
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
た
な
か
で
の
訃
報
で

あ
っ
た。

瞳
ん
で
哀
悼
の
意
を
申
し
上
げ
た
い。

二
0
一

四
年
に
長
山
直
治
氏、

二
0一

五
年
に
高
澤
裕一

氏
と
石

川
県
の
近
世
史
研
究
あ
る
い
は
加
賀
藩
研
究
を
牽
引
し
て
こ
ら
れ
た

研
究
者
が
相
次
ぎ
鬼
籍
に
入
り、

斯
界
の
世
代
交
代
が
早
ま
っ
た
よ

う
に
感
ず
る。

同
時
代
に
議
論
を
交
わ
し
藩
研
究
の
深
化
に
つ
と
め

た
も
の
と
し
て、

時
の
移
ろ
い
に
感
慨
を
深
く
し
て
い
る。

見
瀬
く
ん
（
見
瀬
氏
と
す
べ
き
と
こ
ろ、

以
下
で
は
学
生
時
代
の

呼
び
名
で
語
り
た
い）
は、
私
の
一

歳
年
下
だ
が
学
年
で
い
え
ば
二
つ

下
の
世
代
で
あ
る。

さ
ら
に
や
や
こ
し
い
の
は、

私
は
金
沢
大
学
に

一

年
浪
人
し
て
入
学
し
た
け
れ
ど、

見
瀬
く
ん
は
現
役
で
法
文
学
部

法
学
科
に
パ
ス
し
た
の
で、

学
年
差
は
一

学
年
に
な
っ
た。

と
こ
ろ

木

越

隆

追
悼
文

見
瀬
和
雄
氏
の
足
跡
を
振
り
返
る

が、

見
瀬
く
ん
は
法
学
科
か
ら
史
学
科
に
学
籍
を
移
し
た
と
き
一

年

留
年、

史
学
科
で
も
一

年
余
計
い
た
の
で
学
年
差
は一
二
つ
下
に
な
っ

た。

そ
れ
ゆ
え
何
度
か、

彼
の
年
齢
を
尋
ね
た
こ
と
が
あ
っ
て、

そ

の
つ
ど
「
木
越
さ
ん
の
一
っ
下
で
す
よ」

と、

面
倒
な
質
問
に
答
え

て
く
れ
た。
三
つ
か
四
つ
下
の
後
盛
と
い
う、
間
違
っ
た
印
象
が
ず
っ

と
焼
き
付
い
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う。

で
も
結
婚
し
た
の
は、

私
も

彼
と
同
じ
一

九
八
一

年
三
月
で
あ
っ
た。

そ
の
せ
い
か
子
供
た
ち
の

話
題
で、

会
話
が
は
ず
む
こ
と
も
多
か
っ
た。

見
瀬
く
ん
は
逝
去
直
前
の
五
月、
『
生
体
肝
移
植
の
記
憶』
（
東
京

図
書
出
版）

を
刊
行
さ
れ
た。

こ
れ
を
紐
解
き
な
が
ら
一

九
七
0
年

代
に
体
験
し
た
こ
と、

論
じ
合
っ
た
あ
れ
こ
れ
を
想
起
し
た。

と
同

時
に
彼
が
な
ぜ
史
学
科
に
転
学
科
し
て
き
た
の
か、

今
年
『
生
体
肝

移
植
の
記
憶』

を
読
み
初
め
て
知
っ
た
こ
と
が
多
い。

断
片
的
に
は

聞
い
て
い
た
が、

こ
の
書
物
で
よ
う
や
く
系
統
的
に
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
た。

彼
は
一

九
五
二
年
四
月
二
八
日、

石
川
県
珠
洲
市
に
生
ま
れ、

一

九
七
一

年
四
月
に
金
沢
大
学
法
文
学
部
法
学
科
に
入
学、

一

九
七
七
年一
二
月
法
文
学
部
史
学
科
を
卒
業、

同
年
四
月
同
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
に
入
学
し
一

九
八
0
年
に
卒
業
し
た。

私
も
一

九
七
0
年
か
ら
七
九
年一
I一
月
ま
で
金
沢
大
学
の
ど
こ
か
に
所

屈
し
て
い
た
の
で、

同
じ
時
代、

あ
の
城
内
キ
ャ
ン
パ
ス
で、

歴
史
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学
を
と
も
に
学
び
続
け
て
い
た
仲
間
で
あ
っ
た。

見
瀬
く
ん
が
史
学
科
に
転
学
科
し
て
き
た
の
は
一

九
七
三
年
の

-

0
月
の
こ
と
で、

私
は
当
時
史
学
科
四
年
で
あ
っ
た。
一

九
七
三

年
は
い
ろ
い
ろ
な
事
件
が
あ
っ
て、

井
上
鋭
夫
先
生
が
「
建
国
記
念

の
日」

反
対
の
意
志
を
示
す
た
め
国
史
研
究
室
で
自
主
ゼ
ミ
を
行
う

な
ど
の
事
件
が
あ
り、

研
究
室
と
し
て
の
一

体
感
が
高
ま
っ
た
時
期

だ
っ
た
よ
う
に
思
う。

そ
う
い
う
雰
囲
気
の
な
か
に
見
瀬
く
ん
が
飛

び
込
ん
で
き
た
わ
け
だ
が、

意
外
に、

こ
の
ム
ー
ド
に
う
ま
く
溶
け

込
み、

史
学
科
で
の
日
本
史
学
の
研
鑽
に
拍
車
が
か
か
っ
た
よ
う
に

み
え
る。

私
は
卒
論
作
成
に
没
頭
し
て
い
た
が、

井
上
先
生
は
一

九
七
四
年

一

月
に
急
逝
さ
れ
た。

そ
の
後
は
高
澤
裕
一

先
生
を
中
心
に
自
主
ゼ

ミ
ば
か
り
の
時
代
に
突
入。

私
は
大
学
院
に
進
学
し、

見
瀬
く
ん
ら

の
史
学
科
三
年
・

四
年
の
学
部
生
と
と
も
に
様
々
な
ゼ
ミ
活
動
を
展

開
し
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る。

大
学
院
卒
業
の
あ
と
一

年
間
石
川
県
教
委
の
文
化
財
保
護
課
に
籍

を
置
い
て
い
た
私
は、
一

九
七
七
年
四
月
か
ら、

金
沢
大
学
法
文
学

部
の
日
本
海
文
化
研
究
室
の
研
究
員
と
し
て一
二
年
間、

考
古
学
研
究

室
の
一

隅
を
間
借
り
し、

そ
こ
で
『
白
山
史
料
集
（
上
巻）
』

の
編

集
・

刊
行
に
従
事
し
た。

同
年
四
月
見
瀬
く
ん
は、

大
学
院
文
学
研

究
科
（
史
学
専
攻）

に
入
学
し
て
き
た
の
で、

日
本
海
文
化
研
究
室

の
事
業
に
も
い
ろ
い
ろ
協
力
し
て
も
ら
っ
た。

ま
た
北
陸
史
学
会
の

お
手
伝
い
や、

発
足
し
て
間
も
な
い
加
能
地
域
史
研
究
会
の
運
営
や

例
会
報
告
な
ど
で、

と
も
に
汗
を
な
が
し
た。

と
く
に
印
象
深
い
の
は、

白
山
比
畔
神
社
所
蔵
の
古
文
書
目
録
作

成
を
日
本
海
文
化
研
究
室
で
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き、

見

瀬
く
ん
に
調
査
員
と
な
っ
て
も
ら
い
二
人
で
よ
く
神
社
ま
で
ド
ラ
イ

ブ
し
古
文
書
目
録
の
原
稿
作
成
に
励
ん
だ
こ
と
で
あ
る。

調
査
の
合

間
に
彼
と
よ
く
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
こ
と
は、

今
で
も
よ
く
覚

え
て
い
る。

日
本
海
文
化
研
究
室
に
い
た
頃
が、

最
も
涙
厚
な
付
き

合
い
が
あ
っ
た
時
代
だ
っ
た
と
あ
ら
た
め
て
思
い
返
し
て
い
る。

加

能
地
域
史
研
究
会
も
若
手
中
心
に
精
力
的
に
活
動
し
て
お
り、

み
な

青
雲
の
大
志
を
も
っ
て
加
賀
藩
研
究
の
刷
新
に
邁
進
し
て
い
た。

見
瀬
く
ん
が
二
0
年
前、

重
篤
な
肝
硬
変
を
患
い、

生
体
肝
移
植

手
術
を
う
け
た
と
き、

河
村
好
光
さ
ん
ら
と
協
力
し、

金
沢
大
学
史

学
科
の
同
窓
生
は
じ
め、

加
能
地
城
研
究
会
の
会
員
な
ど
多
く
の
有

志
に、

手
術
に
か
か
る
費
用
を
応
援
す
る
募
金
を
呼
び
か
け
た。

彼
の
闘
病
記
録
を
読
む
と、

二
0
年
前
よ
り、

そ
の
日
が
来
る
こ

と
を
覚
悟
し
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。

大
胆
な
生
き

方
や
発
言
の
襄
に、

そ
れ
ほ
ど
の
覚
悟
が
あ
っ
た
と
知
ら
ず
に
い
た

不
明
を
愧
じ
い
る
ば
か
り
で
あ
る。

見
瀬
く
ん
は、

同
じ
研
究
室
の
寺
井
弘
美
さ
ん
と
結
婚
さ
れ
た
あ
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一

九
八
二
年
国
学
院
大
学
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
に
入
学

一

九
八
五
年
に
単
位
取
得
滴
期
退
学。
一

九
八
七
年一

月
に
国

立
富
山
工
業
高
等
専
門
学
校
講
師
と
な
り
帰
郷、

同
校
助
教
授
・

教

授
を
経
て
二
0
0
四
年
に
金
沢
学
院
大
学
教
授
に
就
任
さ
れ
た。

さ

ら
に
同
大
学
で
一

四
年
に
わ
た
り
後
継
者
育
成
に
あ
た
る
と
と
も
に

加
賀
藩
研
究
に
専
念
さ
れ、

石
川
県
の
地
域
史
研
究
に
大
き
な
足
跡

を
残
さ
れ
た。

見
瀬
く
ん
の
学
問
的
業
績
で
最
も
大
き
な
も
の
は、

や
は
り
『
幕

滞
制
市
場
と
藩
財
政』
（
厳
南
堂
書
店

一

九
九
八
年）

を
あ
げ
る
べ

き
だ
と
私
は
考
え
て
い
る。
一

七
世
紀
前
半
の
藩
領
域
に
お
い
て
分

業
・

流
通
構
造
を
こ
れ
だ
け
詳
細
に
検
証
で
き
た
藩
は、

そ
ん
な
に

多
く
な
い
か
ら
で
あ
る。

高
瀬
保
氏
・

中
野
節
子
氏
な
ど
の
先
行
研

究
を
士
台
に、
一

七
世
紀
前
半
の
地
域
市
場
の
様
相
を
的
確
に
整
理

し、

展
開
過
程
を
明
確
に
示
し
た
こ
と
は
意
義
深
い
基
礎
研
究
で

あ
っ
た。

『
幕
藩
制
市
場
と
藩
財
政』

で
は、
寛
永
初
期
に
前
田
利
常
が
能
登

奥
郡
を
藩
直
轄
地
と
し
塩
専
売
制
を
始
め
た
経
緯
や
歴
史
的
意
義
も

解
明
し
て
い
る。

こ
れ
は、

生
ま
れ
故
郷
の
珠
洲
郡
の
歴
史
解
明
に

も
資
す
る
も
の
で、

大
坂
を
中
心
と
す
る
幕
藩
制
市
場
確
立
以
前
の

加
賀
藩
の
地
域
市
場
と
財
政
機
構
確
立
過
程
の
関
連
性
を
明
確
に
し

し、と、

た
成
果
と
し
て
注
目
さ
れ
る。

同
書
に
収
録
さ
れ
た
論
文
は
い
ず
れ

も、

大
学
院
在
学
中
か
ら
九
十
年
代
に
か
け
て
の
作
品
で
あ
り、

こ

れ
を
一

書
に
ま
と
め
学
位
（
博
士）

を
得
た。

『
幕
藩
制
市
場
と
藩
財
政』
は
主
に
一

七
世
紀
前
半
期
に
限
定
し
た

研
究
で
あ
っ
た
が、

今
後
の
課
題
は
全
郡
が
藩
蔵
入
地
と
な
っ
た
能

登
奥
郡
の
特
質
は
改
作
法
以
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の

か、

藩
財
政
と
領
国
地
域
の
分
業
構
造
と
の
関
連
を
視
野
に
検
討
し

て
ゆ
く
こ
と
と
な
ろ
う。

明
治
維
新
に
む
け、

能
登
奥
郡
独
自
の
経

済
的
役
割
が
地
域
社
会
に
与
え
た
影
響
を
具
体
的
に
み
て
い
く
必
要

が
あ
る。

一

九
九
八
年
の
『
幕
湘
制
市
場
と
藩
財
政』

刊
行
後、

見
瀬
く
ん

は
加
賀
藩
初
期
の
政
治
史
研
究
に
邁
進
さ
れ
て
い
っ
た。

そ
の
頃、

「
生
体
肝
臓
移
植」

と
い
う
彼
に
と
っ
て
重
大
な
事
件
が
お
き
た。

二
0
0
一

年
六
月
に
大
手
術
を
受
け
た
直
後、
『
利
家・
利
長・
利
常

ー
前
田一
二
代
の
人
と
政
治
|』
（
北
國
新
聞
社、
二
0
0
二
年）

を
刊

行
し、

そ
れ
以
後
も
加
賀
藩
成
立
期
の
政
治
史
研
究
を
手
広
く
す
す

め
た。
『
前
田
利
長』
（
吉
川
弘
文
館

二
0
一

八
年）

は、

そ
の
到

達
点
を
示
す
も
の
と
い
え
る。

い
く
つ
か
苦
言
を
呈
し
た
い
所
も

あ
っ
た
が、

病
魔
と
の
戦
い
の
な
か
で
の
苦
闘
の
足
跡
と
し
て、
一

定
の
成
果
を
示
さ
れ
た
点
は
評
価
し
た
い。

い
っ
ぽ
う
二
0
0
五
年
以
後、
珠
洲
市
や
輪
島
市
の
依
頼
を
う
け、
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個
人
所
蔵
古
文
書
の
史
料
目
録
刊
行
に
穣
極
果
敢
に
取
り
組
ま
れ
た

点
は、

特
筆
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
業
績
で
あ
る。
『
生
体
肝
移
植
の
記
憶
』

に
よ
れ
ば、

そ
れ
は
自
ら
に
課
し
た
社
会
貢
献
の
意
義
を
も
つ
行
為

で
あ
っ
た。

そ
れ
以
前
か
ら
加
越
能
文
庫
（
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館

蔵）

な
ど
の
う
ち
に
重
要
史
料
を
見
つ
け
出
す
や、

間
髪
入
れ
ず
手

早
く
史
料
紹
介
に
取
り
組
ん
で
い
た。

基
本
史
料
の
悉
皆
的
な
把
握

（
目
録
作
成）

や
史
料
紹
介
が、

地
域
史
研
究
の
基
盤
で
あ
る
こ
と

を
早
く
に
体
得
さ
れ、

晩
年
の
苦
境
に
あ
っ
て
も
こ
れ
を
励
行
さ
れ

た。

闘
病
生
活
を
続
け
な
が
ら
基
礎
研
究
と
社
会
貢
献
に
生
涯
を
さ

さ
げ
た
姿
に
は
頭
が
下
が
る。

見
瀬
く
ん
の
行
っ
た
史
料
紹
介
の
中
で
は、

二
0
0
七
S
―
一

年

に
公
刊
さ
れ
た
「
古
組
帳
抜
莱
(
-
)
（
二）
（
三）
」
（
改
作
法
期
の

侍
帳
史
料）

は
私
に
と
っ
て
出
色
の
も
の
で、

人
名
索
引
ま
で
付
さ

れ
た
の
は
大
変
重
宝
で
あ
っ
た。

つ
ね
に
座
右
に
置
い
て
参
照
さ
せ

て
い
た
だ
い
た。

私
の
改
作
法
研
究
に
お
い
て
人
名
探
索
の
霊
要
武

器
に
な
っ
た。
一

九
八
九
年
の
「
御
書
井
上
筑
後
殿
江
被
遣
候
留」

も
利
常
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
摘
発
に
関
す
る
史
料
と
し
て
極
め
て
貴

重
な
も
の
で、
二
0
一

八
年
に
公
刊
し
た
「
万
跡
書
帳」
（
寛
永
ニ
―

年
の
奥
村
易
英
関
係
文
書
集）

と
と
も
に
今
後
も
っ
と
活
用
さ
れ
る

べ

き
も
の
で
あ
る。

ま
た
二
0
0
一

年
の
「
今
枝
民
部
留
帳
之
内」

（
八
条
宮
家
に
入
輿
し
た
宮
姫
関
係
作
事
記
録）

は、

前
田
家
・

八

条
宮
家
・

幕
府
の
関
係
を
窺
い
知
る
う
え
で
貴
重
で
あ
り、

今
後
注

目
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う。

珠
洲
市
・

輪
島
市
な
ど
で
ま
と
め
た
在
地
文
書
の
史
料
目
録
は、

今
後
の
石
川
の
近
世
史
研
究
の
土
台
に
な
る
も
の
ば
か
り
で
あ
っ

た。

約
五
0
年
前、

石
川
県
立
医
書
館
に
設
置
さ
れ
た
古
文
書
課

（
一

九
七
四
S
八
六
年）

で
は、

多
く
の
古
文
書
目
録
が
公
刊
さ
れ

た
が、

見
瀬
く
ん
は
一

時
期
こ
の
古
文
書
課
に
在
籍
さ
れ
た
こ
と
も

あ
る。

彼
の
社
会
貢
献
の
原
点
は
あ
る
い
は、

そ
こ
に
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い。

見
瀬
く
ん
は
二
0
0
一

年
の
肝
臓
移
植
の
あ
と
も、

従
来
と
変
わ

ら
ず
誠
実
か
つ
真
摯
な
態
度
を
堅
持
し、

加
賀
藩
研
究
と
そ
の
基
盤

づ
く
り
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い。

彼

の
仕
事
ぶ
り
か
ら
み
て
繊
細
で
精
緻
な
仕
事
人
だ
と、

ず
っ
と
思
い

込
ん
で
い
た。

し
か
し、
『
生
体
肝
移
植
の
記
憶
』

や
葬
儀
の
際
に
聞

い
た
親
友
や
家
族
の
お
話
か
ら、

大
胆
で
厖
揚
な
面
が
あ
っ
た
こ
と

を
知
ら
さ
れ
驚
い
た。

そ
れ
ほ
ど
「
太
っ
腹
な
奴」

だ
と
気
付
か
な

い
ま
ま
で
あ
っ
た
が、

い
ま
改
め
て
思
い
出
す
と
腑
に
落
ち
る
こ
と

も
あ
る。

石
垣
で
い
う
と
I

野
而
積
み」

の
野
趣
に
あ
ふ
れ
た
面
が

あ
っ
た
ら
し
い。

私
は
行
儀
の
よ
い
「
切
石
積
み」

の
タ
イ
プ
だ
と

す
っ
か
り
思
い
込
ん
で
い
た。

彼
岸
に
あ
っ
て、
ひ
そ
か
に
ほ
く
そ
笑

ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い。

い
ま
は
た
だ、

合
掌
す
る
の
み
で
あ
る。
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